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編 集 後 記 　今回取材させていただいた松永うの花
農園の直売所に入った瞬間、りんごとお菓子

の甘い香りが広がってとても幸せな気持ちになりました。収穫
時期には採れたてのりんごの香りがするのかと思うと、秋が待
ち遠しいですね。（M）
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とやまとやまとやまとやま
とやまとやまとやまとやま

きずなくんきずなくん りんりんちゃんりんりんちゃん

●とやまの備える農業者　　●鳥獣害防止対策支援事業　　●令和２年度地区担当表

竹田　満裕さん

第 25号第 25号

（令和2年）（令和2年）
2020
５月
2020
５月

～富山のあの町・この街～

　砺波市の「出町子供歌舞伎曳山会館」では、古いもので
２００年以上の歴史がある三基の曳山の展示や、砺波地方
の祭り・文化を紹介しています。子供からお年寄りまで地域
の皆が協力して完成を目指す「出町子供歌舞伎曳山祭」か
らは、生まれ育った町への想い、「出町の心」が伝わってきま
す。是非出町の伝統文化を感じてみてはいかがでしょうか。
住所／砺波市出町中央５-4
利用時間／9：00～21：00（展示室は17：00まで）
休館日／毎週水曜日と第３木曜日（祭日は開館）
展示室料金／中学生以下無料、高校生以上210円、65歳以上170円

●洋風かぶら寿し「ミルフィーユ」に使われている「コー
ルラビ」は私も植えていますが、サクサクとした食感
でみずみずしく、美味しいです！　立山町Sさん(75)
●我家では秋に収穫した大根を新聞紙に包んでビニール
袋に入れ、それを発泡スチロールの箱で保管して春ま
で美味しく食べています。　小矢部市Kさん(50)
●台風19 号で千曲川氾濫の長野県の様子を見て、大き
な自然災害を防ぐ手立てはないのかなと思います。　
南砺市Mさん(61)
●野菜作り３年目ですが、友達や近所の先輩に聞きな
がら楽しんでいます。　富山市Hさん(67)

いただいたハガキの一部を
紹介します。

　最新の農政ニュースや農業共済制度・収入保険制度の仕
組みの解説、品種開発の裏話や便利な資材の情報など、全国
各地の農業情報をお届けしています。最終面の北陸版・とや
ま版では、富山・石川・福井の農業情報を紹介します。

申込みや問い合わせは
ＮＯＳＡＩとやま本所まで

　上記のような共済事故で
被害や事故が発生した際は、
速やかに最寄りのＮＯＳＡＩ
までご連絡ください。
　ＮＯＳＡＩ職員による被害
確認ができない場合、損害評
価が行えず、共済金をお支払
いできないことがあります。
ご注意ください。

農業共済新聞を
読んでみませんか？ 事故が発生したら

すぐに連絡を！

月４回（水曜日）発行
年間購読料 5,520 円（月額 460 円、消費税送料込）

●雷で電化製品が故障した！（建物共済）
●田植え中に田植機をあぜにぶつけて爪を破損してし
まった！（農機具共済）
●強風でハウスの骨材が破損してしまった！（園芸施
設共済）など

！
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手
間
暇
か
け
て

品
質
の
よ
い
農
作
物
を

　

生
産
す
る
作
物
の
全
て
で
品
質
の

良
い
規
格
品
を
作
る
こ
と
を
こ
こ
ろ

が
け
る
同
農
園
。
平
成
元
年
に
導
入

し
た
り
ん
ご
で
は
、
減
農
薬
栽
培
を

行
う
。
年
間
を
通
し
た
管
理
作
業
は

ほ
か
の
作
物
の
作
業
と
並
行
し
て
行

う
た
め
、
よ
り
手
間
が
か
か
る
。

　
「
手
間
暇
を
か
け
な
い
と
、
美
味

し
い
も
の
が
作
れ
な
い
の
が
り
ん

ご
」
と
谷
口
理
事
。
２
０
０
５
年

に
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
、

２
０
１
４
年
に
は
「
小
矢
部
ブ
ラ
ン

ド
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

生
産
基
盤
を
固
め
、
良
い
も
の
・

美
味
し
い
も
の
を
作
っ
て
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
で

戦
う
中
で
は
最
大
の
防
御
に
な
る
の

で
は
、
と
語
る
。

米
価
下
落
・
貸
し
倒
れ
リ
ス
ク
に

収
入
保
険
で
備
え
る

　
初
年
度
に
収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
た

松
永
う
の
花
農
園
。
加
入
の
理
由
に「
米

価
下
落
の
リ
ス
ク
」
と
「
貸
し
倒
れ
へ

の
対
策
」
を
挙
げ
る
。

　
米
価
下
落
を
危
惧
す
る
の
は
、
生
産

調
整
の
廃
止
や
、
米
の
需
要
低
下
が
理

由
だ
。「
特
に
、
米
の
需
要
は
こ
れ
か

ら
も
目
減
り
し
続
け
る
の
で
は
」
と
懸

念
を
示
す
。

　
ま
た
、
米
の
取
引
を
様
々
な
業
者
と

行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
り
ん
ご
の
加
工
事

業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貸
し
倒
れ

リ
ス
ク
へ
の
備
え
も
意
識
。
り
ん
ご
の
加

工
事
業
は
地
域
活
性
化
や
地
域
女
性
の

働
く
場
の
創
出
に
な
り
、
地
域
貢
献
活

動
に
も
つ
な
が
る
が
、
同
時
に
リ
ス
ク
も

負
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
。

地
元
の
美
味
し
い
り
ん
ご
を

食
べ
に
来
て

　

松
永
う
の
花
農
園
の
メ
イ
ン
品
種

「
ふ
じ
」
の
収
穫
、
販
売
は
11
月
上
旬
か

ら
。「
紅
玉
」や「
陽
光
」、「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー

ル
ド
」
な
ど
、
７
品
種
が
収
穫
時
期
に

入
る
10
月
に
直
売
所
を
訪
れ
る
と
、
タ

イ
ミ
ン
グ
が
良
け
れ
ば
複
数
の
品
種
が

並
び
、
食
べ
比
べ
が
で
き
る
。

　
季
節
に
応
じ
て
店
頭
に
は
多
彩
な
加

工
品
が
並
び
、
夏
に
は
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
や

ゼ
リ
ー
を
、
秋
に
は
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や

り
ん
ご
パ
イ
を
中
心
に
製
造
、販
売
す
る
。

　
富
山
の
り
ん
ご
は
表
皮
が
ガ
サ
ガ
サ

し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
美
味
し
く
熟
し

て
い
る
印
な
の
だ
と
い
う
。
地
元
の
美

味
し
い
り
ん
ご
を
食
べ
に
「
ぜ
ひ
直
売

所
に
来
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

直
売
所
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
。

中
山
良
一
代
表
理
事
（
後
方
左
）
と

谷
口
修
理
事
（
後
方
右
）
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た

　
　
収
入
保
険
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

　

収
入
保
険
で
は
、
収
量
減
少
だ
け
で

な
く
、
価
格
の
低
下
に
よ
る
販
売
収
入

の
減
少
や
、
貸
し
倒
れ
で
債
権
が
回
収

不
能
に
な
る
な
ど
、
幅
広
い
理
由
の
収

入
減
少
が
補
て
ん
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
で
は
、
松
永
う

の
花
農
園
の
「
ふ
じ
１
０
０
％
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
！

松永うの花農園
小矢部市松永2038-2（直売所）
小矢部市松永６３４（事務所）

　

小
矢
部
市
松
永
の
農
事
組
合
法
人
松
永
う
の

花
農
園
で
は
、
水
稲
・
大
麦
・
大
豆
・
り
ん
ご

を
合
計
58
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
し
て
お
り
、
内

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
樹
園
地
で
11
品
種
に
及
ぶ
り

ん
ご
を
栽
培
す
る
。

　

栽
培
し
た
り
ん
ご
は
、
ジ
ャ
ム
や
パ
イ
、

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
へ
の
加
工
も
行
い
、
農
園
の
直

売
所
や
村
の
駅
「
き
た
か
ん
だ
の
郷
」
や
道
の

駅「
メ
ル
ヘ
ン
小
矢
部
」な
ど
で
販
売
し
て
い
る
。 収

入
保
険
は

　
最
大
の
防
御
！

農事組合法人

松永うの花農園

とやまの

備える
農業者
収入保険に加入で安心収入保険に加入で安心

備える
農業者

建
物
共
済
の
補
償
拡
充

　
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
、
建
物
共
済

の
仕
組
み
が
改
善
さ
れ
、
補
償
が
よ
り

充
実
さ
れ
ま
す
。

１
．
失
火
見
舞
費
用
共
済
金
の
拡
充

　

１
被
災
世
帯
当
た
り
の
支
払
額
が

50
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
▼
１
被
災
世
帯
当
た
り

　
　
　
　
　
20
万
円
の
支
払
い
。

【
失
火
見
舞
費
用
共
済
金
】
…
建
物
共

済
に
加
入
し
て
い
る
物
件
か
ら
発
生
し

た
火
災
な
ど
に
よ
り
、
第
三
者
の
所
有

物
に
滅
失
・
汚
損
が
発
生
し
た
際
に
支

払
う
見
舞
金
等
の
費
用
に
対
し
て
支
払

う
共
済
金
。

２
．
水
道
管
凍
結
修
理
費
用
共
済
金

　
　
の
新
設

　
水
濡
れ
被
害
が
生
じ
て
い
な
い
水
道

管
の
凍
結
損
害
に
対
し
、
10
万
円
を
限

度
に
、
そ
の
修
理
費
用
を
実
費
で
補
償

す
る
費
用
共
済
金
を
新
設
し
ま
す
。

　
（
費
用
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、

10
万
円
を
支
払
い
ま
す
。）

こ
れ
ま
で
▼
水
濡
れ
被
害
が
生
じ
て
い
な

い
水
道
管
の
凍
結
損
害
は

共
済
金
の
支
払
い
対
象
外
。

農
機
具
共
済
の
免
責
事
項
改
正

　
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
、
農
機
具
共

済
の
免
責
事
項
を
発
生
事
故
の
実
状
に

応
じ
て
改
正
し
ま
す
。

ク
ロ
ー
ラ
損
傷
事
故
の
免
責
を
改
正

　
経
年
劣
化
が
事
故
に
影
響
し
や
す
い

ク
ロ
ー
ラ
の
損
傷
事
故
に
つ
い
て
、
左

表
の
通
り
経
過
年
数
に
応
じ
た
免
責
割

合
を
適
用
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
▼
経
過
年
数
等
に
関
わ
ら
ず
、

農
機
具
の
消
耗
部
品
に
準

じ
る
部
品
は
一
律
40
％
の
免

責
額
を
差
し
引
い
て
共
済

金
を
お
支
払
い
。

消耗部品に準じる部品 免責割合

クローラの損傷事故
（アイドラー等含む走行部）

購入・交換1年目10%
以降、経過年数1年につき10%
免責割合が増加（最大80%）

耕耘爪、刈刃類、収穫機の
搬送チェーン類、ローダのバ
ケット類、引起しラグ、植付
爪、田植機のゴム車輪、汎用
コンバインのスラット・中耕ロ
ータリーのハイド板など

一律40％
（これまで通り）

【免責割合】…損害のうち共済金支払の責任を負わない割合

表

ハ
ウ
ス
本
体
に
通
年
の
補
償
を

　
園
芸
施
設
共
済
は
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
被

覆
材
を
張
っ
て
い
る
期
間
に
関
わ
ら
ず
、

原
則
通
年
加
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
被
覆
材
を
張
っ
て
い
な
い
未

被
覆
期
間
は
、
被
覆
材
へ
の
補
償
が
不
要

な
た
め
、
そ
の
分
掛
金
率
が
被
覆
期
間
に

比
べ
て
低
く
設
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ハ
ウ
ス
の
使
用
期
間
（
被
覆
期
間
）
が
短

い
場
合
は
、
よ
り
安
価
な
掛
金
で
事
故
に

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
を
使
わ
な
い
期
間
に
被
覆
材
を

外
し
て
い
て
も
、
本
体
の
パ
イ
プ
自
体
が

被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
し
て
、
ハ
ウ
ス
を
休
ま

せ
て
い
る
期
間
も
災
害
や
事
故
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

※
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
も
、

ハ
ウ
ス
本
体
の
加
入
が
可
能
で
す
。セ
ッ

ト
加
入
が
お
す
す
め
で
す
。

※
被
覆
期
間
を
加
入
申
込
時
の
申
告
か
ら

変
更
し
た
場
合
は
、
必
ず
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
の
共
済
、
加
入
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の
お
知
ら
せ

未被覆期間 ←被覆期間（育苗ハウス）→ 未被覆期間 加入例

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 月

本体のみ 被覆材＋本体 本体のみ

○

×

○

○

○

×

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の

状
態

３
カ
月
育
苗
ハ
ウ
ス
と
し
て
使
用
し
、
そ
の
他

の
時
期
は
ビ
ニ
ー
ル
を
外
し
て
い
る
場
合
。

補
償

本
体

被
覆
材

ビ
ニ
ー
ル
の
補
償
が
不
要
な
未
被
覆

期
間
は
、
掛
金
率
が
低
く
な
り
ま
す
。 とやまとやまとやまとやま
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交
付
対
象
と
な
る
事
業

　

市
町
村
が
助
成
す
る
事
業
で
あ
っ

て
、
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
・
生
産
組

織
・
集
落
お
よ
び
農
業
共
済
や
収
入
保

険
に
加
入
す
る
組
合
員
が
行
う
事
業
が

対
象
で
す
。

交
付
対
象
と
な
る
経
費

　
各
市
町
村
が
助
成
金
の
交
付
対
象
と

し
て
い
る
経
費
に
準
じ
ま
す
。
市
町
村

で
対
象
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
購
入
資
材

の
単
価
に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
書
類

【
提
出
書
類
】

・
鳥
獣
害
防
止
対
策
支
援
助
成
金
交
付

申
請
書

【
添
付
書
類
】

・
市
町
村
の
交
付
確
定
通
知
書
の
写
し

・
事
業
計
画
書
の
写
し

・
請
求
書
ま
た
は
領
収
書
の
写
し

（
見
積
書
は
不
可
）

助
成
金
額

　
左
記
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
ほ
う
の
額

を
助
成
し
ま
す
。

①
事
業
費
の
30
％
以
内

②
申
請
者
が
負
担
す
る
額
（
事
業
費
か

ら
市
町
村
の
助
成
金
額
を
差
し
引
い

た
額
）
の
１
／
２
以
内

※
助
成
金
額
は
予
算
額
を
限
度
と
し

て
、
按
分
し
て
支
払
い
ま
す
。

共
済
金
支
払
い
状
況

　
令
和
元
年
産
農
作
物
共
済
（
水
稲
共

済
品
質
方
式
）・
畑
作
物
共
済
（
大
豆
共

済
）・
果
樹
収
穫
共
済
（
り
ん
ご
・
な
し
）

の
被
害
に
対
し
、
以
下
の
通
り
共
済
金

を
支
払
い
ま
し
た
。

　
富
山
市
上
今
町
で
酪
農
を
営
む

竹
田
満
裕
さ
ん
（
45
）。
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
合
わ
せ
て
60

頭
の
乳
用
牛
を
飼
養
す
る
傍
ら
、

農
協
の
青
年
部
と
協
力
し
て
大
豆

約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
5.3
ヘ

ク
タ
ー
ル
や
牧
草
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
栽
培
し
て
い
る
。

三
代
受
け
継
ぐ
酪
農
業

　
酪
農
は
祖
父
の
代
か
ら
続
い
て

い
て
、
満
裕
さ
ん
が
３
代
目
。
幼

い
こ
ろ
か
ら
作
業
を
手
伝
い
な
が

ら
20
歳
の
時
に
就
農
。
現
在
は
母

と
二
人
で
営
ん
で
い
る
。

　
早
朝
か
ら
作
業
が
始
ま
る
酪
農

の
仕
事
。
朝
・
夕
の
各
３
時
間
、

餌
や
り
や
搾
乳
を
行
い
、
そ
の

合
間
に
堆
肥
を
処
理
し
て
餌
を
運

搬
。
す
べ
て
の
作
業
が
終
わ
る
の

は
午
後
８
時
ご
ろ
。
分
娩
・
病
気

の
際
に
は
、
夜
中
に
見
に
行
っ
た

り
、
牛
舎
に
泊
ま
り
込
ん
だ
り
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

飼
料
を
工
夫
し
て
良
い
乳
を

　
牛
の
食
欲
増
進
や
、
良
質
な
乳

を
出
さ
せ
る
た
め
、
飼
料
を
工
夫

し
て
い
る
。
何
度
も
試
作
を
繰
り

返
し
、『
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
』（
食
品

廃
棄
物
を
利
用
し
て
製
造
す
る
家

畜
用
飼
料
）
と
し
て
豆
腐
工
場
か

ら
お
か
ら
を
直
接
仕
入
れ
、
自
家

産
の
飼
料
用
稲
に
混
ぜ
て
与
え
る

こ
と
に
た
ど
り
着
い
た
。

　
試
行
錯
誤
し
て
作
っ
た
飼
料
で

牛
の
食
い
つ
き
が
良
く
な
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
良
質
な
乳
が
出
て
、

結
果
が
出
た
と
き
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

た
竹
田
さ
ん
。「
今
後
は
現
状
を

維
持
し
な
が
ら
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

に
比
べ
て
乳
成
分
の
高
い
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
の
牛
乳
を
活
か
し
て
、
何

か
で
き
た
ら
」
と
意
気
込
ん
だ
。

竹田　満裕さん

きずなくん
クロスワードクイズ
きずなくん
クロスワードクイズ

たて　
1. ユリ科の多年草、カタクリ（片栗）の古い呼び名。「堅香子」。
2. 宇宙に行く乗り物はスペース〇〇〇〇。
3．水面に花や葉を浮かべる植物。モネの絵の題材にもなっていますね。
6. 結婚式で花嫁が投げるものといえば。
8. 師匠⇔〇〇
よこ
1. 田んぼの心強い番人です。
4. ３月の別名。
5. 端午の節句に男の子の健やかな成長を願って飾る、頭部を守る防具。
7. ５月の大型連休は、通称〇〇〇〇〇ウィーク。

※プレゼントの発送をもって、当選者の発表にかえさせていただきます。　※いただいたご意見・ご感想を匿名にて紙面に掲載させていただく場合があります。
※お送りいただいたハガキの内容は、プレゼントの発送と紙面づくり以外の目的には使用いたしません。

応募締切：6月5日（金）消印有効

1

4

8

5 6

7

2 3
A

B

C

D

郵便ハガキに、①Ａ～D を順に並べたク
イズの答え②郵便番号③住所④氏名（ふ
りがな）⑤年齢⑥電話番号⑦広報紙への
ご意見・ご感想⑧身近な情報をご記入
のうえ、ご応募ください。
◎宛先：〒939-8177　
　富山市安養寺340 番地1
　NOSAIとやま　
　きずなくんクロスワードクイズ係
前回の答え…「エイガカン（映画館）」
応募総数326通　正解者322名でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。 　今回１ページで紹介した松永うの花農

園のりんごジュースをプレゼントします。
同農園で減農薬栽培され、完熟したりん
ご「ふじ」を絞ったストレート果汁。余
計なものは入っておらず、１００％自然の
味が楽しめるジュースです。同じく農園で
製造する米粉シフォンケーキには、この
ジュースが加えられています。
▼松永うの花農園直売所＝小矢部市松永
2038-2、☎0766-68-1754▼農園の直売
所のほか、道の駅「メルヘンおやべ」等
でも購入できます。

今回のプレゼント

小矢部市　（農）松永うの花農園の
『ふじ100%りんごジュース』
大瓶（1ℓ）2本セットを5名様に

〈第14回〉独自の工夫でより良い酪農に

引受方式 支払戸数 支払共済金

水稲共済（品質方式） 57戸 42,430,926 円

大豆共済 288戸 159,965,945 円

果樹収穫共済
りんご 109戸 6,307,100 円

なし 24戸 632,800 円

事業費 市町村の助成対象となる額 200,000 円の場合

市町村の助成 事業費の 1/2 100,000 円

申請者の負担額Ⓐ 事業費 -市町村の助成 100,000 円

① 事業費の30％ 60,000 円

② 負担金Ⓐの1/2 50,000 円

NOSAIの助成額 ①、②いずれか小さい額 50,000 円

鳥
獣
害
防
止
対
策
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す

再
播
種
支
援
に
つ
い
て

　
昨
年
度
で
再
播
種
支
援
事
業
は
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
や
ま
で
は
、
鳥
獣
害
対
策

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
鳥
獣

害
防
止
対
策
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

昨
年
度
ま
で
と
申
請
期
限
な
ど
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
の
上
、
お
早
め
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限

 

10
月
15
日
（
木
）

※
期
限
日
ま
で
に
添
付
書
類
が
揃
わ
な
い
場

合
、
助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

助成金の支払い例　市町村からの助成金額が事業費の 1/2 の場合
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〈
本　
所
〉

・
総
務
部
部
長

　（
総
務
部
次
長
兼
総
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
兼
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
　
伸
治

・
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
兼
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　（
事
業
管
理
部
資
産
共
済
グ
ル
ー
プ 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
一
昭

・
総
務
部
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ
主
事
（
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
浩
介

・
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ
主
事
（
砺
波
グ
ル
ー
プ
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
原
　
翔
太

・
総
務
部
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ
主
事
（
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
山
　
夏
季

・
事
業
管
理
部
部
長
（
総
務
部
部
長
）　
　
　
　
　
　安
川
　
孝
志

・
事
業
管
理
部
次
長
兼
収
入
保
険
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　（
事
業
管
理
部
収
入
保
険
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）　
坂
本
　
　
秀

・
事
業
管
理
部
資
産
共
済
グ
ル
ー
プ
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

　（
富
山
グ
ル
ー
プ 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）　
　
　
　
　
　寺
林
　
秀
志

・
事
業
管
理
部
収
穫
共
済
グ
ル
ー
プ
主
事
（
砺
波
グ
ル
ー
プ
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
森
　
卓
也

・
事
業
管
理
部
収
穫
共
済
グ
ル
ー
プ
主
事

　（
総
務
部
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ
主
事
）　
　
　
　
　
宮
川
麻
理
奈

・
事
業
管
理
部
資
産
共
済
グ
ル
ー
プ
主
事

　（
事
業
管
理
部
収
穫
共
済
グ
ル
ー
プ
主
事
）　
　
　
嘉
藤
　
麻
紀

・
事
業
管
理
部
収
入
保
険
グ
ル
ー
プ
（
嘱
託
）　
　
境
　
　
勇
人

・
家
畜
診
療
所
所
長
（
部
長
待
遇
）

　（
高
岡
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー
所
長
）　
　
　
　
大
門
　
義
則

〈
新
川
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー
〉

・
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　（
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）　
　
　
柳
澤
　
隆
憲

・
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
主
査

　（
総
務
部
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ
主
査
）　
　
　
　
　
松
岡
　
明
美

・
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
主
査

　（
事
業
管
理
部
収
穫
共
済
グ
ル
ー
プ
主
査
）　
　
　
川
添
　
雅
典

・
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
主
任

　（
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
主
事
）　
　
　
　
　
　
　
　
大
角
真
由
美

・
新
川
第
二
グ
ル
ー
プ
主
事

　（
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
主
事
）　
　
　
　
　
　
　
　
印
田
　
稔
幸

・
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
主
事

　（
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ
主
事
）　
　
　
　
　
　
　
中
坂
　
　
翔

・
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
主
事

　（
新
川
第
二
グ
ル
ー
プ
主
事
）　
　
　
　
　
　
　
　
尾
島
　
知
弥

・
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
主
事
（
新
規
採
用
）　
　
　
　
長
井
　
唯
伽

・
新
川
第
二
グ
ル
ー
プ
（
嘱
託
）（
収
入
保
険
グ
ル
ー
プ
（
嘱
託
）） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
　
孝
夫

〈
富
山
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー
〉

・
富
山
グ
ル
ー
プ
主
幹

　（
富
山
グ
ル
ー
プ 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
保

・
富
山
グ
ル
ー
プ
主
事
（
新
規
採
用
）　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
健

・
富
山
グ
ル
ー
プ
（
嘱
託
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
均

〈
高
岡
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー
〉

・
高
岡
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー
所
長

　（
高
岡
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）　
　
　
　
　
　
　
　
萩
野
　
好
治

・
高
岡
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　（
高
岡
グ
ル
ー
プ
主
幹
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
島
　
宏
訓

・
高
岡
グ
ル
ー
プ
主
任
（
富
山
グ
ル
ー
プ
主
任
）　
　
竹
林
　
美
和

・
高
岡
グ
ル
ー
プ
主
事
（
砺
波
グ
ル
ー
プ
主
事
）　
　
宮
川
　
　
遥

・
高
岡
グ
ル
ー
プ
主
事
（
新
規
採
用
）　
　
　
　
　
　
藤
村
　
考
央

・
高
岡
グ
ル
ー
プ
（
嘱
託
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
端
　
　
聡

〈
砺
波
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー
〉

・
砺
波
グ
ル
ー
プ
主
幹

　（
高
岡
グ
ル
ー
プ 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）　
　
　
　
　
　
三
上
　
貴
博

・
砺
波
グ
ル
ー
プ
主
任
（
高
岡
グ
ル
ー
プ
主
任
）　
　
山
下
　
将
明

・
砺
波
グ
ル
ー
プ
主
事
（
新
規
採
用
）　
　
　
　
　
　
多
古
　
寛
都

・
砺
波
グ
ル
ー
プ
（
嘱
託
）（
富
山
グ
ル
ー
プ
（
嘱
託
））

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
　
良
進

・
境
　
　
勇
人
（
事
業
管
理
部
部
長
）
※
再
雇
用

・
竹
田
　
　
均
（
家
畜
診
療
所
所
長
）
※
再
雇
用

・
川
端
　
　
聡
（
高
岡
グ
ル
ー
プ
主
幹
）
※
再
雇
用

・
谷
　
　
正
人
（
新
川
第
一
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

・
佐
藤
　
春
彦
（
総
務
部
付
）

新
川
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー

主
事
　
長な

が

井い

　
唯ゆ

い

伽か

早
く
仕
事
に
慣
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

富
山
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー

主
事
　
五い

が

ら

し

十
嵐
　
健

た
け
し

　

明
る
く
頑
張
り
ま
す
。

高
岡
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー

主
事
　
藤ふ

じ

村む
ら

　
考た

か

央お

お
米
が
大
好
き
で
す
。

砺
波
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー

主
事
　
多た

古こ

　
寛ひ

ろ

都と

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

◆
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

新
規
採
用
職
員

◆
退
　
職
（
３
月
31
日
付
）

職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
異
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

令 和 ２ 年 度 地 区 担 当 表 私たちが担当します。
よろしくお願いします。

新
川
地
域
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー

魚津市
下中島・上中島・松倉・下野方・
道下・経田 島　　政樹
上野方・片貝・天神・加積・
西布施 中坂　　翔

黒部市

大布施・村椿・三日市 柳澤　隆憲
内山・愛本・下立・浦山 大角真由美
東布施・田家 林　　和徳（補）
東布施・石田・田家・前沢 長井　唯伽
若栗・荻生・生地 宮﨑　誠一

入善町

小摺戸・上原 浜田千代子
横山・椚山・入善 元野　哲成
青木・飯野 川添　雅典
新屋・舟見・野中 尾島　知弥

朝日町
大家庄・泊・笹川・境 松岡　明美
山崎・南保・五箇庄 大藏　信夫

新
川
農
業
共
済
事
務
所

滑川市

東加積・山加積・中加積 大角　明弘
北加積・浜加積・早月加積 石田　洋介
西加積・滑川町部 岩井　孝夫

上市町

南加積・白萩・大岩 藤原　正美
柿沢 印田　稔幸（兼）
上市・宮川・相ノ木 江野本　透

立山町
舟橋村

立山・大森・釜ヶ渕 大角　浩樹
下段・高野・五百石 松本　　茂
上段・東谷 印田　稔幸
利田・新川・舟橋村 嘉藤　翔大

富
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JA富山市
管内 全域

瀬川　昂平
宮本　美香

JAなのはな
管内

東部・北部・中央・水橋

谷口　和美
石出　宗裕
今井　英紀

西部・和合・南部・呉羽
岩﨑　祐希
米田　寛治

JAあおば
JA山田村
管内

大沢野・大山
山下　　保
村本　陽香

八尾・山田村
山田　　修
谷井　佳輔

婦中

川原ひとみ
五十嵐　健
竹田　　均

高
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氷見市

宮田 野島　宏訓（兼）
神代・十二町・布勢・仏生寺 野畑裕美子
八代・阿尾・藪田・宇波・女良 西野　峻輔
氷見・稲積・余川・碁石 岡野　利雄
窪 佐伯　靖彦（兼）
上庄・熊無・速川・久目 川端　　聡

高岡市

伏木・牧野・太田 野島　宏訓（兼）
野村・石堤・東五位・戸出 荒谷　崇文
大滝・西五位・五位山 萩沢　裕史
佐野・福田・小勢・醍醐 加藤　僚一
西部・東部・二上・能町 宮川　　遥
福岡 舘　　竜二（兼）
北部・二塚・中田・般若野 横井　雅弘
国吉・立野・山王・赤丸 藤村　考央
守山・北般若・是戸 佐伯　靖彦

射水市

下村・本江 野島　宏訓
堀岡・海老江・七美・金山・黒河・
池多 竹林　美和
大門・浅井・櫛田・水戸田・
二口 稲垣　貴司

塚原・作道・新湊・大島 竹内　優弥
片口・三ケ・戸破・大江・
橋下条 増澤　龍一

小矢部市

北蟹谷・南谷・石動・宮島 森　　正樹
津沢、東蟹谷、水島、藪波 永田　梨恵
埴生、子撫 萩沢　裕史（兼）
松沢、正得、荒川、若林 舘　　竜二

砺
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域
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業
共
済
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砺波市

出町・若林・東山見 中田　正史
油田・林・高波・南般若 矢後奈都美
中野・太田・庄下・柳瀬 土田　成章
東野尻・五鹿屋・鷹栖 伏黒　陽大
種田・雄神・青島 村井　大介
般若・東般若・栴檀野・栴檀山 小西　良進

南砺市

井波・野尻・東石黒・安居 長井　　平
山野・井波高瀬・南山見 加藤日香里
南野尻・福野高瀬・広塚 廣島　菜美
南山田・大鋸屋・井口・上平 三上　貴博
北野・蓑谷・城端 多古　寛都
広瀬・西太美・太美山・広瀬舘 上野　将之
山田・東太美・吉江・南蟹谷 山下　将明
北山田・石黒・福光・平 山下　武志
利賀 中田　正史（兼）
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編 集 後 記 　今回取材させていただいた松永うの花
農園の直売所に入った瞬間、りんごとお菓子

の甘い香りが広がってとても幸せな気持ちになりました。収穫
時期には採れたてのりんごの香りがするのかと思うと、秋が待
ち遠しいですね。（M）

第 24号第 24号

（令和2年）（令和2年）
2020
５月
2020
５月

とやまとやまとやまとやま
とやまとやまとやまとやま

きずなくんきずなくん りんりんちゃんりんりんちゃん

●とやまの備える農業者　　●鳥獣害防止対策支援事業　　●令和２年度地区担当表

竹田　満裕さん

第 25号第 25号

（令和2年）（令和2年）
2020
５月
2020
５月

～富山のあの町・この街～

　砺波市の「出町子供歌舞伎曳山会館」では、古いもので
２００年以上の歴史がある三基の曳山の展示や、砺波地方
の祭り・文化を紹介しています。子供からお年寄りまで地域
の皆が協力して完成を目指す「出町子供歌舞伎曳山祭」か
らは、生まれ育った町への想い、「出町の心」が伝わってきま
す。是非出町の伝統文化を感じてみてはいかがでしょうか。
住所／砺波市出町中央５-4
利用時間／9：00～21：00（展示室は17：00まで）
休館日／毎週水曜日と第３木曜日（祭日は開館）
展示室料金／中学生以下無料、高校生以上210円、65歳以上170円

●洋風かぶら寿し「ミルフィーユ」に使われている「コー
ルラビ」は私も植えていますが、サクサクとした食感
でみずみずしく、美味しいです！　立山町Sさん(75)
●我家では秋に収穫した大根を新聞紙に包んでビニール
袋に入れ、それを発泡スチロールの箱で保管して春ま
で美味しく食べています。　小矢部市Kさん(50)
●台風19 号で千曲川氾濫の長野県の様子を見て、大き
な自然災害を防ぐ手立てはないのかなと思います。　
南砺市Mさん(61)
●野菜作り３年目ですが、友達や近所の先輩に聞きな
がら楽しんでいます。　富山市Hさん(67)

いただいたハガキの一部を
紹介します。

　最新の農政ニュースや農業共済制度・収入保険制度の仕
組みの解説、品種開発の裏話や便利な資材の情報など、全国
各地の農業情報をお届けしています。最終面の北陸版・とや
ま版では、富山・石川・福井の農業情報を紹介します。

申込みや問い合わせは
ＮＯＳＡＩとやま本所まで

　上記のような共済事故で
被害や事故が発生した際は、
速やかに最寄りのＮＯＳＡＩ
までご連絡ください。
　ＮＯＳＡＩ職員による被害
確認ができない場合、損害評
価が行えず、共済金をお支払
いできないことがあります。
ご注意ください。

農業共済新聞を
読んでみませんか？ 事故が発生したら

すぐに連絡を！

月４回（水曜日）発行
年間購読料 5,520 円（月額 460 円、消費税送料込）

●雷で電化製品が故障した！（建物共済）
●田植え中に田植機をあぜにぶつけて爪を破損してし
まった！（農機具共済）
●強風でハウスの骨材が破損してしまった！（園芸施
設共済）など

！
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